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建築物における外壁の色彩と心理的効果の関係
―地域計画手法に関する基礎的研究―
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1．はじめに
　地域の計画においては，交通網や河川・水路，
オープンスペースなどの都市基盤と，建物の用途
や形態，規模などの個々の建築物に関する要素が
存在する。これらの要素は，一般的に行政的な側
面から地域の健全な発展と秩序ある整備を図るこ
とにより，住民・公共の福祉の増進に寄与するこ
とを目的としている。一方，まちづくりの観点に
おいては，行政的な立場からの整備にとどまらず，
住民が主体となって街づくり協定などの運動によ
り，地域の構成要素に関する約束事が取り決めら
れ，全国各地で地域性豊かな町並みの形成が試み
られている。
　地城計画において，その構成要素の整備を考え
る場合，個々の住民の生活までも踏み込んだ規制
や協定は難しく，多くの揚合，建築物のエクステ
リアのコントロールが主である。エクステリアの
コントロー一ルは，地域の景観形成に影響を与える
が，その形態とともに色彩は重要な要素である。
景観構成要素としての色彩に着目した既往研究に
は，稲垣1｝－4）の一連研究があり，景観条例に適用
できるような基礎資料として広告塔を含めた建築
物のプロポーションと色彩評価との関係，および
周囲色彩環境の影響に関しての検討を行っている。
また，木多ら5ト6｝は，都市景観における色彩構成
の観点からシミュレー：一・・ション景観を用いた実験を
行い，色彩の評価構造の分析を行っている。さら
に，複数の建物より形成される景観評価からのアr
ブローチではなく，個々の建物と色彩の関係につ
いては，中山ら7，のニュー・ラルネットワークを用
いた色彩と印象に関する研究，佐藤ら8）の建築仕
上げ色彩の面積的効果に関する研究などがある。
　以上のような背景の中，本研究は地域を構成す
る要素として，個々の建築物のエクステリア要素
の内，特に建築物における外壁の色彩に着目し，
色彩の変化と心理的効果の関係にっいて明らかに
することを目的としている。本研究の特色として
は，既往研究にみられる外壁の色彩の変化と心理
的効果に関する検討ともに，色彩と建物の用途の
関係にっいても考察を試みる。建物用途と外壁の
色彩との関係にっいては，社会生活の中でイメー’
ジが形成されており，ある建物の用途を外観から
判断しようとする揚合，建物の形態的な情報とと
もに色彩情報についても同時に処理されていると
．考えられる。従って，色彩からイメージされる建
物用途にっいては，地域における個々の建物の識
別・認知のしやすさに繋がり，地域計画において
有用な観点であると考える。
2．実験方法
2、｛評価パネルの作成
　実験は，評価対象建物を県立新潟女子短期大学
1号館正面玄関付近とし，デジタルカメラ
（FUJ］［F工LM・FinePiX1300）で撮影された画像
を基本画像とした。図1に，基本画像のイメージ
を示す。実験では，この基本画像をもとに外壁部
分の色彩を，画像処理ソフトウェア（Ad。be・
PhotOshop　5．5）を用い加工し，評価パネルを作成
した。表1に，評価パネルとして作成した7種類
の外壁の色彩パターンを示す。弥壁の色彩の選定
生活科学科生活学科専攻
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は，マンセルの表色系を参考に色彩の変化のはっ
きりした6色を選出した。
2，2評価項目
　表2に，実験で用いた評価項目の一覧を示す。
騨価項目は，評価パネルとして作成した7種類の
各画｛象から受けるイメージについて，既往の研究
成果9｝を参考に選出した13形容詞対の評価尺度
と，廼物の朋途と色彩の対応に関する内容である。
各形容詞対は7段階の直線需平価尺度とし，表中の
形容詞対について「ふつう」を中心に，「非常に」，
「かなり」，「やや」の段階を設定した。データの
数飛化においては，評価尺度の左端から順に1～7
の数値を入力した。また，建物の用途と色彩の対
応については，提示された評価パネルの色彩の建
物について，ふさわしいと考えられる建物の用途
を14種類の中から3つ選択させる方法とした。．
2．3実験スケジュール　．
　実験は，撮立新潟女子短期大学生活科学科生活
科学導攻1年次生35名を対象に，平成工3年1月
に実施した。実験の手1噴は，各人に評価用紙を配
布し実験の目的と回答方法について説明した後，
0H？を用いて7種類の認価パネルを一枚毎に2
分問程度スクリーンに映し出し，その間に各評価
項目に鰐する回答を依頼した。
3、結果と考察
3．1パターン毎の評点のプロフィール
　園2に，評価パネルのパターン毎に得られた各
形容詞対に対する評点の平均値を示す。パターン
毎の評点の違いについてみると，全体的にはパタ
ーンにより評点のプロフィールは異なり，外壁の
色彩により心理的効果が異なると考えられる。外
壁の色彩調整を行わない現状色のパターン1と比
較的近い評点を示すのは，パターン6（色相：￥R，
クリーム色）であるが，「美しい一汚いJJ「明るい
一暗い」，「強い一弱い」，「くどい一あっさり1，
「固い一柔らかい」，「重い一軽い」の形容詞対で
は違いが認められる。同様にパターン4（色相：G，
裏葉色）とパターン51（色相：Y，福寿色）につい
ても．形容詞対による評点の差は認められるが，
全体的なプロフィールとしては類似した評点を示
している。パターン毎の評点を比較し，評点のプ
ロフィールとLて相対的に特徴的な傾向を示すも
のは，パクーン2（色相：PB，ウィステリア・ミ
スト）とパクーン7く色枢：R．錆色）である。パ
タLン2は，部分的ではあるが「自然な一不自然
な」，「動的な一静的な」，「暖かい一冷たい」の形
容詞対において，他のパターンの評点との違いが
顕著である。パターン7は，全体的に多くの形容
詞対において他のパターンとの違いが顕著である。
また，形容詞対別のパターンによる評点の異なり
にっいてみると，「固い一柔らかい」，「重い一i怪
4
図11D評価パネルのイメージ
表1・評価パネルの種類
評価バネル 色　名 マンセンル表祀
バターン1 現状色・ 一
バターン2 ウィステリア・ミスト 9．8PB（旦O．OPB）7．0／L5
パターン3 スウ仁ト・プルエ升 0．IPB（10．OB｝6．9／75
パターン4 裏葉色 95G（IO．OG）6，4／2．3
パターン5 禍寿色 O．IGY（10。OY）7，9／1．9
パターン6 クリ吸色 0」Y（10．OYR）8．3／32
バターン7 錆朱 10，0R4．3／6．8
表2評価項目の一覧
評価パネルの建
物から受ける
　イメージ
　（評価尺度）
建物の用途と
色彩について
提示された色彩として他にふさわ
しいと思う建物用途にっいて
（選択肢：住宅，神祉，病院，博物
館，レストラン，図書館，薬局，駅，
百貨店，花屋，教会，郵便局，県庁，
その他）・
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い」では，他の形容詞対に比べ外壁の色彩のパタ
ーンによる評点の違いは小さくなっている。
3．2外壁色彩の評価構造
　建築物の外壁の色彩の評価構造を明らかにする
ために，因子分析による検討を行う。
　図3に，分析の結果得られた7因子までの各固
有値をプロットしたものを示す。本研究において
は，固有値が1．0より大きい因子について検討す
ることとし，第3因子の固有値が1．1，第4因子
の固有値が0．4であり，両者の固有値の落差が大
きいと判断できることから，第1因子から第3因
子までを分析対象とした。
　表3に，第1因子から第3因子の因子負荷量（バ
リマックス回転後）を示す。各因子の寄与率は，
第1因子が26．1％，第2因子が25．9％，第3因子
が10．5％であり，第3因子までの累積寄与率は
62．5％である。各因子において特徴的に高い負荷
量を示す形容詞対は，第1因子では「自然な一不
自然な」，「好きな一嫌いな」，「不安定な一安定し
た」，「美しい一汚い」，第2因子では，「陽気な一
陰気な」，「明るい一暗い」，「派手な一地味な」，
「動的な一静的な」，「強い一弱い」，第3因子で
は，「重い一軽い」，「固い一柔らかい」である。
　この様な各形容詞対の因子負荷量の構成から，
建築物の外壁の色彩評価に関する潜在的因子にっ
いて考察すると，第1因子は「調和・嗜好性」の
因子，第2因子は「躍動性」の因子，第3因子は
「重厚性」の因子であると考えられる。外壁の色
彩に関する評価構造として抽出されたこれらの因
子は，建物用途からイメージされる心象にも共通
する部分が存在すると考えられる。
3．3外壁色彩の違いと心理的効果
　外壁の色彩が異なる評価パネルとして作成した
7パターンの心理的効果の違いを明らかにするた
めに，前節の因子分析より得られた第1因子から
第3因子の因子得点を用い考察を行う。
　図4に第1因子と第2因子を軸とした因子得点
の分布，図5に第2因子と第2因子を軸とした因
子得点の分布を，パターン毎に分類して示す。第
1因子は調和・嗜好性の因子であるが，第1因子
一p－一＝一パターン1　　　－◆一パターン2　　　－e－一・パターン3
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　　表3因子負荷量
形容詞対 第1因子 第2因子 第3因子
自然な一不自然な 0，849一〇．122 一〇．050
圏好きな一嫌いな 0，814 一〇．134 一〇．163
不安な一安定した 一〇．796 0，130 0，Ol8
美しい一汚　　い 0，665一〇．021 。0，254
暖かい一冷たい 0，581 0，428一〇，026
陽気な一陰気な 0」41 0，840一〇．190
明るい一暗　　い 0，089 0，826一〇．153
派手な一地喋な 一〇．405 α746 一〇．093
動的な一静的な 一〇．004 0，650 0，017
強　　い一弱　　い 一〇．274 0，645 0，191
一　くどい一あっさり 一〇．483 0，567 0，258
重　　い一軽　　い 。0，059 0，029 0，962
固　　い一柔らかい 一〇．295 ・－O，173 0，413
寄　与　率 2α1％ ・25．9鶉 10．5鶉
累積寄与率 26．1％ 52．0瓢 62．5郭
一11一
県立霧潟女子短期大学研究紀要　第40号　2003
を構域する形容詞封の霞乎負荷塗の内容よlj，因
子得点が正の揚合は調融・磁妊感が悪く，負の場
合1ま調和・嗜好感が良い｛頃肉を示すと考えられる。
掴繊に第琶鍍子（灘動性）で1ま懸子得点が正の場
合は躍鋤感が低く｝負の場合は躍動感力璃い傾向，
第3麹子く重厚性）では因子得点が正の場合は璽
潭感が鍾く，負の場合は垂厚感が高い傾向を示す
と考えられるQ
　この様な観点を踏まえ因子得点の分窟状況につ
いてみると、第三函子において因子得点が明らか
に正の純に分聯する傾向があるものはパターン2，
パターン？であlj，逆に負の値に分窃する傾向が
あるものはパターン王とパターtz　6であるe第2
握争において遽子得点が覇らかに正の値に分姦す
る繧晦があるものはパターン2，パターン6であ
ぢ，遂に負の値に発霧する傾向があるものはパタ
ーン7である。第3霞子において握子得点が萌ら
かに正の植に労廊する傾向があるものはパターン
3，パIS　一一ン6であlj，逆に負の値に分霧する傾
鐡摂あるものはパターン1，パターン7である。
この横なことから，f調和・嗜好性j，「躍動性1，
「重厚性」といいた潜在的菌子にかかわる心理的
効果が，建築物の外壁の色彩の違いによy）変化し
ているものと考えられるe
　次に，因子分析によって拙出された3っの潜在
的霞子によって，どの程度色彩の変化を説明でき
るかを弱らかにするために，判別分析を行った。
劉別分析では，外的基準を評価パネルのパターン，
説弱変数を第1因子から第3因子に対する因子得
点とした。表4に，各パターンの判別結果と的中
率を示す。全俸の判別的中率は49．婆％であった。
各パターンに対する判別豹中率についてみると，
パターンにより的中率が高いものと低いものが存
在することが分かる。判懸的中率が低いパター一一一ン
は，パターン3（色相：PB（B），スウィー｝・ブ
ルエット〉とパターン5（・色相：GY（Y），癌寿色）
であy｝　、的中率はともに2e．0％であるeこのこと
によ叫全体の糊ll的申率力弍低くなったものと考
えられるe判霧的中率の低い両パターンの誤判別
の内容についてみると，色相の近いパターンへの
韮パター・ンf卓パターン2章バターン3Gパターン4
ぐバターン59パター－1ンeXパターン7
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◎パターン50パターン信　竃パターン7
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表5　他の建物用途としてふさわしいと思う項目
パクーン1 パクーン2 バクーン3 パクーン4 パターン5 バタ・一ン5 パクーン7
件数 率（％｝ 件数 比率 件数 比率 件数 比率 件数 比寧 件数 比率 件数 比串
博物館 22 2Lo 15 1‘．3 12 1L5 7 6．呂 ? 8．7 10 9．5 6 5．呂
図書館 30 2B．6 7 6．7 6 5．8 5 4．9 15 14．4 24 22．9 4 3．9
県庁 5 4』 5 4．8
? LO 2 L9 2 L9 7 5．7 o o．o
郵便局 4 3．呂 a 2．9 3 2．9 7 5．臼
?
7．7 9 臼．6 8 7．8
病院 6 5．7 lo 9．5 14 13．5 10 9．7 2 L9 11 10．5 6 5．8
駅 lo 9．5 4 3』 2 L9 1 LO 8 7．7 3 2．9 4 3．9
百鮨店 o o．o
?
B．6 6 5．B lo 9．マ 5 4．8 7 6．7 6 7．呂
レストラン 旦1 10．5 5 4．H n 10．6 13 12．6 15 1生4 5 4．B 22 2L4
花屋 7 6．7 12 1L4 15 14．4 16 15．5 17 16．3 i 1．0 28 272
薬局 o o．o唱 14 13．3 11 10．6 ユ7 16．5 7 6．7 o o．o 6 5．呂
住宅
?
7．5 lo 9．5 13 12．5 9 8．7 12 1L5 20 19．O 5 4．9
神祉 o o』 o o．o o o．o o o．o 1 1．o 1 1』 o 0．O
教会 2 L9 10 9．5 9 8．7 5 4．9 3 2．9 6 5．7 1 1．0
その他 o o．o 1 1．O 1 1．o 1 1．O 0 0．0
? LO 5 4．9
判別数が多くなっている。
　以上より，建築物における外壁の色彩の違いが
心理的効果に与える影響は，「調和・嗜好性」，「躍
動性」，「重厚性jの因子負荷の変化により説明可
能であるが，色相の近い色彩を検討する場合にお
いては，これらの因子の心理的効果の寄与は低い
と考えられる。
3．3色彩と建物用途の関係
　前節における外壁の色彩に関するパターン毎の
評価構造の特性を踏まえ，色彩と建物用途の関係
について検討する。
　表5に，それぞれの外壁色彩のパターンにおい
てふさわしいと思う建物用途を回答させた集計結
果を示す。回答数が他の項目に比べ多い（指摘数
20件以上：表中網掛け部分）建物用途に着目する
と，博物館はパターン1での回答数が多いeパタ
ー一唐Pの評価構造の特色は，調和・嗜好感が良く，
重厚感が高い評価傾向を示す因子である。図書館
においてもパターン1の回答が多く，同時にパタ
ーン6での回答も多くなうている。パターン6の
評価構造の特色は，調和・嗜好感力浪く，躍動感
の低い評価傾向を示す因子である。住宅もパター
ン6での回答数が多くなっている。レストランと
花屋においては，いずれもパターン7での回答数
が多い。パターン7の評価構造の特色は，調和・
嗜好感は低く，躍動性が高く，重厚感が低い評価
傾向を示す因子である。
　以上より，建築物のふさわしい外壁の色彩は，
建物用途により異なるケースが認められ，外壁色
彩と建物用途の聞には心理的関連性が存在してい
ると考えられる。従って，建築物における外壁の
色彩について考える場合，外壁色彩の心理的効果
と建物用途から導き出されるイメージとの対応た
ついても検討することが必要であると考える。
4．まとめ
　本研究では，地域を構成する要素として，特に
建築物における外壁の色彩に着目し，色彩の変化
と心理的効果の関係にっいて検討を行った。評価
’パネルを用いた実験の結果，以下の知見を得た。
↓）建築物の外壁の色彩評価に関する潜在的因子
として，「調和・嗜好性」，「躍動性」，「重厚性」の
3因子が抽出された。
2）建築物における外壁の色彩の違いが心理的効
果に与える影響｝ま，「調和・嗜好性」，「躍動性」，
　「重厚性」の因子負荷の変化により説明可能であ
るが，色相の近い色彩の場合においてはこれらの
因子の心理的効果の寄与は低いと考えられる。
3）建築物のふさわしい外壁の色彩は，建物用途
により異なるケースが認められ，外壁色彩と建物
用途の間には心理的関連性が存在していると考え
られる。
　今後においては，外壁の色彩の要素として色相
だけでなく明度や彩度についても検討しながら，
地域計画手法としての色彩計画にっいて考究する
予定である。
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